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要旨

　本研究の目的は，看護学生（以下，学生）が行っている学業的援助要請の実際，および学業的

援助要請を解釈するために用いられている援助要請尺度を整理し，学生の援助要請を促進するた

めの知見と教育的支援への示唆を得ることである . 国内のデータベースを用い「援助要請」「看

護」のキーワードから文献検討し 6 文献を採択後，学生が行っている学業的援助要請の実際に関

する記述から内容の類似性による分類と，用いられている既存の援助要請尺度と関連項目を整理

した．学生が行っている学業的援助要請の実際は 2 コアカテゴリ【学生の援助要請の内容】【学

生の援助要請行動の促進・抑制】が生成された．学生の学業的援助要請を促進する要因は，自己

効力感，内的動機づけ，学習方略，ソーシャルサポートであった．学生の取り組むべき学習課題

の学習プロセスを大切にし，学生が根気よく時間をかけて学習課題に向き合うことを基盤とした

支援の必要性が示唆された．

キーワード：学業的援助要請，学業的援助要請の促進，看護学生，文献検討

Ⅰ．緒言

　わが国の看護基礎教育において，看護に必要な知識

や技術を習得することに加えて，身につけた知識に基

づいて思考する力，及びその思考を基に状況に応じて

適切に行動する力をもつ人材，すなわちいかなる状況

に対しても，知識，思考，行動というステップを踏み

最善な看護を提供できる人材を育成する教育（厚生労

働省，2008）の重要性が打ち出された．さらに，看護

系人材としての資質・能力を獲得するために，未知の

課題に対して，自ら幅広く多様な情報を収集し，創造

性の発揮と倫理的・道徳的な判断及び科学的根拠の選

択によって課題解決に向けた対応につなげる課題対応

能力が，看護職として求められる基本的な資質・能力

の一つに挙げられており（文部科学省，2017），各々

の看護基礎教育機関にて，その基本的な資質・能力を

修得するための取り組みが実施されている．看護基礎

教育の授業形態は，講義，演習，実習であり（杉森

他，2021），これら授業形態を通して，看護学生（以

下，学生）は看護実践能力を修得していく学習過程が

求められる．河部（2015）は，自己教育は学生が自己

の看護体験を振り返り評価する過程を通して発動の契

機となっていると述べている．また，山田他（2018）
は，学生が臨地実習において生じるコンフリクトの解

決という経験により，自分の成長と変化を自ら感じ取

れることが，生涯にわたる「自己研鑽・学習力」の基

盤を形成する，と述べている．しかしその一方で，山

下他（2018）は，学生の知識量の乏しさから看護過程

を展開できず，困難感を抱いていることを明らかにし

ている．これらから，学生の学習過程で生じる課題

は，看護実践能力育成の阻害要因となっている可能性

がある．このような学生が自身の力では解くことがで

きない課題に取り組む際，課題解決のために教員や臨

床指導者（以下，指導者），友人などの他者に援助を

求めることは，学習を効果的に進めていくためには必
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要な行動といえる．

　他者に援助を要請する行動は「援助要請」（DePaulo，
1983）と呼ばれ，社会心理学，教育心理学，臨床心

理学など，様々な心理学領域で研究されてきた（永

井，2020）．援助要請の捉え方をみると，教育心理学

では学業場面でのつまずきについての学業的援助要請

が中心的な研究課題であり，社会心理学では，道を尋

ねる，落とし物を拾ってもらうなど日常生活での援助

要請の課題を扱っており，一方で臨床心理学では悩み

や精神疾患などについての相談が課題として扱われて

いる（永井他，2018）．学業的援助要請について中谷

他（2020）は，自身で努力をした後に，自分で問題解

決することを意図して，ヒントを求めるものを適応的

援助要請，あまり努力をせずに，直接的な答えを求め

て他者に問題解決を委ねようとするものを依存的援助

要請と，2 つの類型に整理している．同じく学業的援

助要請について野﨑（2003）は，直接的な答えよりも

ヒントを求める，要請までの時間が長いものを適応的

要請，ヒントよりも直接的な答えを求めたり，要請ま

での時間が短いものを依存的要請，意図的に要請を避

けるものを要請回避と，3 つの類型に分類している．

この適応的（adaptive）要請という用語を１つみても，

海外および国内文献において，自律的（autonomous）
援助要請，道具的（instrumental）援助要請，適切な

（appropriate）援助要請などと多数の用語で用いられ

ているという報告（永井，2010）があることから，学

生の援助要請の論文を検討するには検索する用語が多

様であると判断し，今回は国内文献に絞って，看護学

領域の援助要請に関する先行研究を検索した．しかし

ながら，学生の学習過程の困難に関する文献は散見さ

れるものの，学生の学業的援助要請に関する研究知見

を集約的に示した文献は見当たらなかった．学生は学

習過程において困難や課題が生じた際，教員もしくは

指導者に援助要請を行っていることから，援助要請に

関する文献より学生の学業的援助要請に関する実際を

整理し，教育的支援を見出すことは意義深いと考え

た．

　そこで本研究では、国内文献より，学生が行ってい

る学業的援助要請の実際，および学業的援助要請を解

釈するために用いられている援助要請尺度を整理する

ことにより，学生の学業的援助要請を促進するための

知見と教育的支援への示唆を得ることを目的とした .

Ⅱ．用語の定義

援助要請

　DePaulo（1983）は援助要請を，「個人が問題の解決

の必要性があり，もし他者が時間，労力，ある種の資

源を費やしてくれるなら時間が解決，軽減するような

もので，その必要のある個人がその他者に対して直接

的に援助を要請する行動」と定義している．そこで本

研究においては，「学生が，講義，演習，実習の学習

過程において独力では解決できない課題を解くため

に，教員および臨床指導者に助言を求める行為」とす

る．

Ⅲ．研究方法

１．対象論文の抽出

１）文献検索

　論文は日本で発表されたものとし，検索には医学中

央雑誌 Web 版（以下，医中誌），NII 学術情報ナビゲー

タ（以下，CiNii），学術機関リポジトリデータベース

（以下，IRDB），Medical Online のデータベースを用い

た．はじめに，医中誌を用いて，検索式“学業的援助

要請”AND“看護学生”の 2 語を検索語とすると検

索文献が 1 件となったため，“援助要請”AND“看護”

の 2 語のキーワードを用いて再検索し，原著論文を対

象として広く実施することとした．なお，収録開始年

から 2023 年 3 月までに各データベースに収集されて

いるすべての文献を対象とした（検索日 2023 年 3 月

10 日）．

２）文献の採択基準

　文献の採択基準は，①論文の種類は原著論文である

もの，②研究対象は看護学生，また対象が看護師の場

合は看護基礎教育機関に在籍していた期間に関するも

の，③援助要請に関する分析が行われているもの，④

和文献および英文献であるものとした．なお，タイト

ルに「援助要請」という用語を含まないために除外さ

れた文献の中に，学生の援助要請に関する文献が含ま

れていないことを確認した．

３）文献の除外基準

　文献の除外基準は，①書籍，総説・解説・特集，会

議録であるもの，②学生の援助要請に関する内容でな

いと判断できるもの，③援助要請に関する分析が行わ

れていないものとした．

２．論文の選択

　データベース検索により抽出された論文 123 件（医
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中誌 65件，CiNii 34件，IRDB 19件，Medical Online 5件）

から，データベース間で重複した論文など 37 件を除

外した．ハンドリサーチによって論文を 1 件追加し，

前述の除外基準を用いて，表題および抄録の精査を行

い，除外基準の原著論文以外の論文 80 件を除外した．

残り 7 件の論文について，前述の採択基準を用いて本

文を精読し，採択基準を満たさない 1 件を除外して，

最終的に 6 件の論文を採択した．以上の作業は，第 1
著者がデータベース検索を行い，第 2 著者がスクリー

ニングについて同じ作業を別々に行い，採択の判断が

一致しない論文については協議のうえで論文の採否を

決定した．なお，分析対象文献の選定手順は図 1 に示

した．

３．データの分析方法

　対象文献を精読し，抽出された文献のタイトル，著

者（発表年），目的，出典，研究方法を整理した . 学
生が行っている学業的援助要請の実際について，対象

とした文献の結果から記述内容を抜き出してコードと

し，コードの類似性からサブカテゴリ，カテゴリを生

成した．また，学生の援助要請における実態調査の結

果を明らかにするために，既存の援助要請尺度と関連

項目を整理した．さらに，援助要請尺度の開発につい

ては，尺度名，尺度構成と項目数，信頼性と妥当性を

整理した．対象とした論文の選定と記述内容の抽出，

カテゴリ化およびカテゴリ名については，結果の信頼

性，妥当性を確保するために，看護研究者間で互いの

意見が一致するまで議論を行った．

　文献は，検討すべき文献の全体像が一覧できるとさ

れる大木（2013）のマトリックス方式を参考に整理し

た．倫理的配慮として，公表されている文献のみを対

象とし，論文の著作権を尊重，原論文に忠実であるこ

とに努めた．また，コード作成の際には文献の結果を

歪曲しないように十分に注意した．さらに援助要請の

用語については，対象とした文献に記載されている通

りに抽出し，コードとした．

Ⅳ．結果

１．学生の援助要請に関する研究の動向

１）対象とした研究論文（表１）

　対象とした 6文献は，2017年以降に報告されており，

量的研究 5 件，質的研究 1 件であった . そのなかで，

学生の実習に関連した研究が 4 件と多かった．
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14件

66件

本文精読

ハンドリサーチで追加した論文 1件

1件

37件

キーワード“援助要請”“看護”で再検索により抽出された論文

（医中誌65件，CiNii 34件，IRDB 19件，Medical Online 5件）123件

表題・抄録の精査 87件

採択文献 7件

対象文献 6件

検索式：（（援助要請/AL）and （看護/TH or看護/AL））

and （PT=原著論文）and （PDAT=//:2023/3/10）

重複論文を除外

（1）データベース間の重複論文

除外基準により80件を除外

（1）論文の種類が会議録，総説・解説

（2）研究テーマが看護学生の援助要請に

　　関する内容ではない

採択基準により除外

（1）援助要請に関する分析が行われていない

図１．文献の選定手順



２．学生が行っている援助要請の実際（表２）

　対象とした文献から，学生が行っている援助要請の

実際の記述として，79 のコードを抽出し，それらを

類似性に基づいて分類した．分析の結果，17 サブカ

テゴリ，6 カテゴリ，2 コアカテゴリに分類された．

以下，コードを＜　＞，サブカテゴリを「　」，カテ

ゴリを『　』，コアカテゴリ【　】と記載する．なお，

表 2 における右端の数字は文献 No である．

１）【学生の援助要請の内容】

　本カテゴリは 4 カテゴリ，文献 No１，2，5，6 か

ら構成されていた．

　『自律的援助要請との関連』では，＜自律的援助要

請をとるほど自己効力感が高い＞，＜内発的動機づけ

が高いほど自律的に援助をとる傾向が高い＞，＜認知

的方略と自己調整を行っている者ほど自律的援助要請

が高い＞ことから，自律的援助要請の学生は，自己効

力感，内発的動機づけ，学習方略の活用において高い

ことが報告されていた．

　一方で『援助要請過剰型および依存的援助要請との

関連』では，「自己効力感が低い」，「内発的動機づけ

が低い」，「自己調整の活用が低い」，「看護師に相談す

る傾向がある」ことから＜援助要請自立型の者と比べ

ると，援助要請過剰型の者は看護師に相談する傾向に

ある＞が報告されていた．

　『援助要請回避型および要請回避との関連』では，

「自己効力感が低い」から＜援助要請を回避するほど

自己効力感が低下する＞，「内発的動機づけが低い」

から＜要請回避の内発動機づけは，依存的援助要請

よりも低い＞，「認知的方略の活用が低い」から＜リ

ハーサル・精緻化・体制化等の認知的方略の活用の低

いものほど要請回避が高い＞が報告された．また援助

要請回避型および要請回避の学生は「看護師に相談し

ない，あるいは相談できない」ことから＜援助要請回

避型の者は，援助要請自立型の者と比べると患者ケア

での相談行動が少ない傾向にある＞が報告されてい

た．

　『援助要請スキルとの関連』では，「援助スキルが高

い」学生ほどソーシャルサポートが高いが，「援助要

請スキルが低い」学生は精神的健康が低く，不健康で

あると報告されていた．

２）【学生の援助要請行動の促進・抑制】

　本コアカテゴリは，2 カテゴリ，文献 No１，4，5
から構成されていた．

　『行動が促進される』では，「学生自身が自律性・目

的志向をもって実習に臨んでいる」ことから＜積み重

ねてきた学習で自信と知識があり，質問されても答え

られる自信がある＞が挙げられていた．また，「患者の

安全が脅かされると判断する」ことから＜患者の不利

益，状態の悪化など，患者に影響すると感じるとき＞

が報告されていた．「実習指導者が学生を尊重し，実

習しやすいよう配慮している」では，＜実習指導者か

ら学生に接近し，気にかけ声をかけてくれる，学生を
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表１．看護学生の学業に関する援助要請についての文献リスト

文献

No
表題 著者（発表年） 目的 出典

研究

方法

1
臨地実習における看護学生の

援助要請行動に関する研究

近藤浩子，柿畑雅之，

中村美香，近藤由香（2023）
臨地実習における看護学生の援助要請行動の特

徴を明らかにする．

北関東医学， 73
（1）， 61-68.

量的

2
看護学生の援助要請スキルと

ソーシャルサポート，精神的

健康の関連

後藤華奈子，山下久美子，

吉田美栄 （2021）
看護学生の援助要請スキルとソーシャルサポー

ト，精神的健康との関連を明らかにする．

中国四国地区国立

病院附属看護学校

紀要，16，16-28.
量的

3
看護大学生の臨地実習指導者

に対する援助要請の意思決定

尺度の開発

五十嵐貴大，荒木田美香子，

佐藤みつ子（2021）

看護学生の臨地実習指導者に対する援助要請に

関する尺度（以下，援助要請尺度）を開発し，

その信頼性と妥当性を検証する．

日本看護科学会

誌，41，344-353.
量的

4
看護大学生の実習指導者に対

する援助要請の促進要因

五十嵐貴大，佐藤みつ子

（2019）
看護学実習における学生の実習指導者に対する

援助要請の促進要因について明らかにする．

看護教育研究学

会雑誌，11（2），
15-24.

質的

5
看護学実習における相談行動

や就職直後の自己効力感に関

連する因子の検討

片山忍，小澤三枝子（2018）
実習中の看護師への相談行動，および就職直後

の自己効力感に関連する因子を検討し，看護基

礎教育への示唆を得る．

国立看護大学学校

研究紀要，17（1），
19-28.

量的

6
看護系大学低学年における学

業的援助要請と内発的動機づ

けならびに学習方略の関連

熊谷たまき，小竹久実子，

上野恭子，藤村一美（2017）

看護大学低学年における学業的援助要請と学習

の内発的動機づけ，さらに自己効力感の関連を

検討すること，また学習方略の内発的動機づけ

を介する学業的援助要請への影響を検討する．

大阪市立大学看護

学雑誌，13，29-
36.

量的



受け入れてくれる＞，＜実習指導者から尊重されてい

る＞など，実習指導者の学生に対する態度が挙げられ

ていた．

　一方，『行動が抑制される』では「相談しにくい」

から＜教員・実習指導者との関係に関する困りごとは

相談しにくい＞が挙げられていた．

３．既存の援助要請尺度と関連項目の結果（表３）

　対象論文 6 件のうち，既存の援助要請尺度を用いて

分析している論文は 5 件であった．野﨑（2003）の学

業的援助要請尺度が 1 件，本田他（2010）の援助要請

スキル尺度が 2 件，永井（2013）の援助要請スタイル

尺度が 2 件であった．

１）学業的援助要請尺度と関連項目の結果

　学業的援助要請尺度を用いた熊谷他（2017）の文献

では，MSLQ（Motivated Self-Learning Questionnaire）尺

度（以下，MSLQ）の下位概念である内発的価値，認

知的方略，自己調整と特性的自己効力感尺度との関連

─ 5 ─
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表２．学生が行っている援助要請の実際

コア

カテゴリ
カテゴリ サブカテゴリ コード

文献

No
学生の援助

要請の内容

自律的援助要

請との関連

自己効力感が高い ・自律的援助要請をとるほど自己効力感が高い． 6
内発的動機づけが高い ・内発的動機づけが高いほど自律的に援助をとる傾向が高い． 6
学習方略の活用が高い ・認知的方略と自己調整を行っている者ほど自律的援助要請が高い． 6

援助要請過剰

型 a）および依

存的援助要請
b）との関連

自己効力感が低い ・依存的援助要請が高いほど自己効力感が低下する． 6
内発的動機づけが低い ・内発的動機づけが低いほど，依存的援助要請をとる傾向がある． 6
自己調整の活用が低い ・ 努力調整方略，メタ認知方略等の自己調整が低いほど依存的援助要請行動

をとる．

6

看護師に相談する傾向が

ある

・ 援助要請自立型の者と比べると，援助要請過剰型の者は看護師に相談する

傾向にある．

5

援助要請回避

型 c）および要

請回避 d）との

関連

自己効力感が低い ・援助要請を回避するほど自己効力感が低下する． 6
内発的動機づけが低い ・要請回避の内発動機づけは，依存的援助要請よりも低い． 6
認知的方略の活用が低い ・ リハーサル・精緻化・体制化等の認知的方略の活用の低いものほど要請回

避が高い．

6

看護師に相談しない，あ

るいは相談できない

・ 援助要請回避型の者は，援助要請自立型の者と比べると患者ケアでの相談

行動が少ない傾向にある．

5

援助要請スキ

ルとの関連

援助スキルが高い ・教員・実習指導者との関係では，「相談群」ほど援助スキルの得点が高い． 1
・ 看護実践において，「相談群」ほど援助要請スキルの《援助要請の方法》

が高い．

1

・ 教員・実習指導者において「相談群」ほど，援助要請スキルの《援助要請

の方法》《相手に伝える内容》が高い．

1

・援助要請スキルが高いほど，ソーシャルサポートが高い． 2
援助スキルが低い ・援助要請スキルが低いほど，精神的健康が低い． 2

学生の援助

要請行動の

促進・抑制

行動が促進さ

れる

学生自身が自律性・目的

志向をもって実習に臨ん

でいる

・ 積み重ねてきた学習で自信と知識があり，質問されても答えられる自信が

ある．

4

・ 答えを教えるのではなく，答えに導く助言や問いかけなどから，考えを引

き出してくれる．

4

・ わからないことを聞く機会を逃さないなど，自分から行動しないと変わら

ないと思うとき．

4

患者の安全が脅かされる

と判断する

・患者の不利益，状態の悪化など，患者に影響すると感じるとき . 4

実習指導者が学生を尊重

し，実習しやすいよう配

慮している

・ 実習指導者から学生に接近し，気にかけ声をかけてくれる，学生を受け入

れてくれる．

4

・実習指導者から尊重されている． 4
・実習での肯定的体験が多い． 5
・相談する看護師が明確である． 5
・実習環境は看護実践しやすい雰囲気を感じるとき． 4

行動が抑制さ

れる

相談しにくい ・教員・実習指導者との関係に関する困りごとは相談しにくい . 1

a）b）「援助要請過剰型」，「依存的援助要請」は同義語のため，同じカテゴリ，サブカテゴリ内に整理した．

c）d）「援助要請回避型」，「要請回避」は同義語のため，同じカテゴリ，サブカテゴリ内に整理した．



表
３
．
既
存
の
援
助
要
請
尺
度
と
関
連
項
目
の
結
果

文
献 N
o

著
者

（
年
数
）

対
象
者
と

 人
数

a）

　
援
助

b）

　
要
請

の
尺
度

援
助
要
請
尺
度
の
結
果

c）
 結

果
援
助
要
請
尺
度
と
の
関
連
を

調
査
し
た
項
目

結
果

1
近
藤
他

（
20

23
）

看
護
系
大
学

2
年
生

 
67

名

3
年
生

 
69

名

4
年
生

 
50

名

B

・
 開
示
状
況
質
問
紙
（
遠
藤
，

19
89
）

・
 日
本
語
版

R
A

S（
R

at
hu

s 
as

se
rti

ve
ne

ss
 sc

he
du

le
）
　

（
鈴
木
他
，

20
04
）

・
 他
者
支
援
尺
度
（
中
原
，

20
10
）

・
  援
助
要
請
行
動
に
関
す
る
質

問
紙
（
研
究
者
作
成
）

・
 援

助
要

請
ス

キ
ル
，

自
己

開
示
，

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ネ
ス
，

他
者

支
援

の
４

尺
度

の
学

年
比

較
で

は
，

他
者

支
援

に
の
み
有
意
差
が
み
ら
れ
た
（

p<
0.

00
1）
．

・
 看

護
実

践
に

つ
い

て
の
「

相
談

群
」

は
，

援
助

要
請

ス
キ

ル
の

下
位

尺
度
《

援
助

要
請

の
方

法
》

の
得

点
が

有

意
に
高
か
っ
た
（

p<
0.

01
）
．

・
 教
員
・
指
導
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
「
相
談
群
」
は
，
援
助
要
請
ス
キ
ル
の
下
位
尺
度
《
援
助
要
請
の
方
法
》

《
相
手
に
伝
え
る
内
容
》
が
有
意
に
高
か
っ
た
（

p<
0.

05
）
．

・
 困

り
ご

と
の

相
談

群
と

非
相

談
群

の
比

較
で

は
，

援
助

要
請

ス
キ

ル
，

自
己

開
示
，

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

ネ
ス

の
一

部
の
下
位
尺
度
得
点
が
，
相
談
群
に
お
い
て
望
ま
し
い
得
点
で
あ
っ
た
．

2
後
藤
他

（
20

21
）

看
護
専
門
学
校

1
年
生

 
82

名

2
年
生

 
80

名

3
年
生

 
77

名

B

・
 日
本
語
版

G
H

Q
 2

8 
（

Th
e 

G
en

er
al

 H
ea

lth
 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
28

項
目
版
）

（
中
川
他
，

20
13
）

・
 新
大
学
生
用
ソ
ー
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
尺
度
（
片
受
他
，

20
14
）

・
 援

助
要

請
ス

キ
ル

得
点

は
，

学
年

間
で

有
意

な
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
が
，

援
助

要
請

ス
キ

ル
の

下
位

尺
度

「
適
切
な
援
助
者
の
選
択
」
に
お
い
て
は
，

1
年
生
よ
り

3
年
生
が
有
意
に
低
か
っ
た
（

p=
0.

04
6）
．

・
 援

助
要

請
ス

キ
ル

は
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
と

の
間

に
高

い
正

の
相

関
（

rs
=.

75
2，

p=
.0

00
）
，

G
H

Q
28

と

の
間
は
中
程
度
の
負
の
相
関
（

rs
=-

.4
23
，

p<
0.

01
）
が
あ
っ
た
．

3
五
十
嵐
他

（
20

21
）

看
護
系
大
学

3
年
生

 3
36

名

4
年
生

 4
72

名

C

援
助
要
請
ス
タ
イ
ル

d）
の
類
型
別
人
数
の
記
載
な
し

・
 援

助
要

請
尺

度
（

40
項

目
）

か
ら
，

最
終

的
に

8
項

目
を

抽
出
（

研
究

者
作

成
の

質
問

紙
）

・
「
非
要
請
コ
ス
ト
の
自
覚
」
と
「
被
援
助
利
益
の
自
覚
」

2
因
子

8
項
目
の
尺
度
を
開
発
し
た
．

・
 基
準
関
連
妥
当
性
で
用
い
た
援
助
要
請
ス
タ
イ
ル
尺
度
（
永
井
，
20

13
）
と
研
究
作
成
の
尺
度
全
体
と
の
相
関
は
，

回
避

型
（

r=
-.2

57
）

と
負

の
弱

い
相

関
，

自
立

型
（

r=
.3

11
）

と
弱

い
正

の
相

関
，

過
剰

型
（

r=
.1

51
）

と
は

ほ

と
ん
ど
相
関
が
な
か
っ
た
．

・
尺
度
名
を
「
看
護
大
学
生
の
臨
地
実
習
指
導
者
に
対
す
る
援
助
要
請
の
意
思
決
定
尺
度
」
に
修
正
し
た
．

5
片
山
他

（
20

18
）

新
卒
看
護
師

56
6
名

C

・
 看

護
学

実
習

中
の

看
護

師
へ

の
相

談
行

動
（

研
究

者
作

成

の
質
問
紙
）

・
 実

習
中

の
看

護
師

へ
「

患
者

ケ
ア

」
の

相
談

行
動

を
と

る
に

は
，

相
談

す
る

看
護

師
が

明
確

で
あ

る
こ

と

（
p<

.0
01
）
，

実
習

で
の

肯
定

的
体

験
（

p<
.0

01
）
，

援
助

要
請

過
剰

型
で

あ
る
（

p=
.0

10
）
，

援
助

要
請

回
避

型

で
な
い
（

p=
.0

13
）
ほ
ど
多
か
っ
た
．
「
学
校
と
の
違
い
」
で
は
，
相
談
す
る
看
護
師
が
明
確
で
あ
る
（

p<
.0

01
）
，

実
習

で
の

肯
定

的
体

験
（

p=
.0

32
）

で
あ

り
，
「

指
導

の
一

貫
性

」
で

は
，

実
習

で
の

肯
定

的
体

験
（

p<
.0

01
）
，

相
談
す
る
看
護
師
が
明
確
で
あ
る
（

p=
.0

12
）
，
ほ
ど
看
護
師
へ
の
相
談
が
多
か
っ
た
．

・
 援

助
要

請
自

立
型

の
者

と
比

べ
る

と
，

援
助

要
請

過
剰

型
の

者
は

看
護

師
に

相
談

す
る

傾
向

に
あ

り
，

援
助

要

請
回
避
型
の
者
は
看
護
師
に
相
談
し
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
．

6
熊
谷
他

（
20

17
）

看
護
系
大
学

1
年
生

 
88

名

2
年
生

 1
12

名

A

・
 M

SL
Q
（

M
ot

iv
at

ed
 S

el
f-

Le
ar

ni
ng

 Q
ue

st
io

nn
ai

re
）

尺
度
の
内
発
的
価
値
，
認

知
的
方
略
，
自
己
調
整

（
Pi

nt
ric

h.
P.

 e
t a

l.1
99

0,
 

19
93
）

・
 特
性
的
自
己
効
力
感
尺
度

（
成
田
他
，

19
95
）

・
 内

発
的

動
機

づ
け

が
高

い
ほ

ど
自

律
的

に
援

助
（

0.
37

0，
p<

.0
01
）

を
求

め
て

い
た

一
方

で
，

低
い

内
発

的
動

機
づ
け
は
依
存
的
な
援
助
要
請
（
−

0.
22

6，
p<

.0
1）

お
よ
び
援
助
要
請
を
回
避
（
−

0.
41

6，
p<

.0
01
）
し
て
い
た
．

・
 自

律
的

援
助

要
請

は
自

己
効

力
感

を
高

め
る

が
，

要
請

回
避

お
よ

び
依

存
的

援
助

要
請

は
自

己
効

力
感

を
低

下

さ
せ
て
い
た
．

・
 内

発
的

動
機

づ
け

と
学

業
的

援
助

要
請

の
関

連
に

お
け

る
学

習
的

方
略

の
媒

介
効

果
で

は
，

認
知

的
方

略
と

自

己
調

整
を

行
っ

て
い

る
も

の
ほ

ど
自

律
的

援
助

要
請

が
高

く
，

努
力

調
整

等
の

自
己

調
整

が
低

い
ほ

ど
依

存
的

援
助
要
請
行
動
を
と
り
，
精
緻
化
・
体
制
化
等
の
認
知
的
方
略
の
活
用
の
低
さ
が
援
助
回
避
を
高
め
て
い
た
．

a）
人
数
は
有
効
回
答
数
で
あ
る
．
文
献

N
o2

お
よ
び

N
o3

は
社
会
人
経
験
者
を
除
外
，
さ
ら
に
文
献

N
o3

で
は
外
国
籍
，
留
年
経
験
者
，
浪
人
経
験
者
を
対
象
者
か

ら
除
外
し
て
い
る

.
b）

A
：
学
業
的
援
助
要
請
尺
度
（
野
﨑
，

20
03
）
中
学
生
を
対
象
に
開

発
さ
れ
た
尺
度
．
「
依
存
的
要
請
」

4
項
目
，
「
要
請
回
避
」

3
項
目
，
「
適
応
的
要
請
」

4
項
目
の
計

11
項
目
。

3
因
子
構
造
の
尺
度
．

B
：
援
助
要
請
ス

キ
ル
尺
度
（
本
田
他
，

20
10
）
中
学
生
を
対
象
に
開
発
さ
れ
た
尺
度
．
「
適
切
な
援
助
者
の
選
択
」

5 
項
目
，
「
援
助
要
請
の
方
法
」

4 
項
目
，
「
相
手
に
伝
え
る
内
容
」

8 
項
目
の
計

17
項
目
．

1
因
子
構
造
の
尺
度
．

C
：
援
助
要
請
ス

タ
イ
ル
尺
度
（
永
井
，

20
13
）
大
学
生
を
対
象
に
開
発
さ
れ
た
尺
度
．
「
援
助
要
請
自
立
型
」

4
項
目
，
「
援
助
要
請
過
剰
型
」

4
項
目
，
「
援
助
要
請
回
避
型
」

4
項
目
の
計

12
項
目
．

3
因
子
構
造
の
尺
度
．

c）
援
助
要
請
の
分
類
名
は
，
対
象
論
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
に
記
載
し
た
．

d）
対
象
文
献
に
は
援
助
要
請
ス
タ
イ
ル
尺
度
は
各

5
質
問
項
目
計

15
項
目
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
，
原
典
（
永
井
，

20
13
）
で
は
各

4
質
問
項
目
計

12
項
目
の
尺
度
で
あ
っ
た
．

e）
 学

業
的

援
助

要
請
（

野
﨑
，

20
03
）

で
は

適
応

的
要

請
と

い
う

用
語

で
用

い
ら

れ
て

い
る

が
，

対
象

論
文

で
は

自
律

的
援

助
要

請
と

記
載

し
用

い
て

い
る
．

ま
た

依
存

的
要

請
に

対
し

て
も
，

対
象

論
文

で
は

依
存

的
援

助
要

請
と

用
い

て
い

る
た

め
，

そ
の

ま
ま

記
載
し
た
．

f）
研
究
に
用
い
た
既
存
の
援
助
要
請
尺
度
の

C
ro

nb
ac

h’
α
係
数
値
，

文
献

N
o1
，

N
o2
，

N
o3
，

N
o4
，

N
o5

は
記
載
が
な
か
っ
た
．

援
助
要
請

ス
キ
ル
得
点

平
均
値

最
小
値

最
大
値

1
年
生

54
.9

7
 3

1 
67

2
年
生

52
.3

4 
23

 
68

3
年
生

51
.8

1 
28

 
68

学
業
的
援
助
要

請
e）

尺
度
得
点

平
均
±
標
準
偏
差

1
年
生

2
年
生

自
律
的
援
助

要
請

3.
51

±
0.

59
3.

54
±

0.
64

依
存
的
援
助
要
請

2.
74

±
0.

70
2.

72
±

0.
71

　
　
　
要
請
回
避

2.
42

±
0.

80
2.

49
±

0.
78

信
頼
係
数

C
ro

nb
ac

h’α
f）
　

.5
34

～
.7

70

援
助
要
請
ス
キ
ル
得
点

平
均
値
（
標
準
偏
差
）

2
年
生

54
.8
（

10
.1
）

3
年
生

54
.0
（

9.
5）

4
年
生

54
.5
（

7.
2）

援
助
要
請
ス
タ
イ
ル
尺
度

人
（
％
）

援
助
要
請
過
剰
型

18
3（

32
.3
％
）

援
助
要
請
自
立
型

29
1（

51
.4
％
）

援
助
要
請
回
避
型

31
（

5.
5％

）

　
　
　
該
当
な
し

56
（

9.
9％

）
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を調査していた．熊谷他（2017）は，学業的援助要請

尺度の適応的援助要請を同義語の自律的援助要請と

して扱い，調査上では自律的援助要請，依存的援助

要請，要請回避に分類していた．学業的援助要請尺

度の内発的動機づけが高いほど自律的に援助（0.370，
p<.001）を求める一方で，低い内発的動機づけは依存

的な援助要請（− 0.226，p<.01）および援助要請を回

避（− 0.416，p<.001）すること，自律的援助要請は自

己効力感を高める一方で，要請回避および依存的要請

は自己効力感を低下させていた．自律的援助要請は学

習方略の自己調整と認知的方略の媒介効果がみられ

た．自律的援助要請は，内発的動機づけ，自己効力

感，学習方略と関連があることを報告していた．

２）援助要請スキル尺度の関連項目の結果

　援助要請スキル尺度を用いた文献は近藤他（2023）
と後藤他（2021）の 2 件で，開示状況質問紙，日本

語版 Rathus assertiveness schedule（以下，日本語版

RAS），他者支援尺度，精神健康調査票（以下，日本

語版 GHQ28），新大学生ソーシャルスキルサポート尺

度，研究者が作成した質問紙（近藤他，2023）を用い

関連を調査していた．援助要請スキル尺度の下位尺度

は，適切な援助者の選択，援助要請方法，相手に伝え

る内容の 3 つが設定されている．近藤他（2023）は，

看護系大学 2～4 年生を対象に，実習における困りご

との相談の有無について，看護実践，患者との関係，

教員・実習指導者との関係の 3 つの状況を尋ねた．困

ることがあった者のうち，相談した者を相談群とし，

相談しなかった者を非相談群に分け比較した結果，看

護実践では，援助要請スキルの下位尺度「援助要請

の方法」（p<0.01），教員・指導者との関係では「援助

要請の方法」「相手に伝える内容」（p<0.05）におい

て，共に相談群が有意に高かったことを報告してい

た．一方，後藤他（2021）は，3 年課程の学生に調査

し，援助要請スキル尺度の下位尺度「適切な援助者の

選択」において，1 年生より 3 年生が有意に低かった

（p=0.046）こと，援助要請スキルはソーシャルサポー

トの間に高い正の相関（rs=.752，p=.000）があったこ

と，日本語版 GHQ28 との間は中程度の負の相関（rs=
− .423，p<0.01）があったことから，援助要請スキル

とソーシャルサポートは関連があることを報告してい

た．

３）援助要請スタイル尺度と関連項目の結果

　援助要請スタイル尺度を用いた論文は五十嵐他

（2021）と片山他（2018）の 2 件であった．援助要請

スタイル尺度の下位尺度は，援助要請自立型，援助要

請過剰型，援助要請回避型に分類されている．五十嵐

他（2021）は，学生の臨地実習指導者に対する援助要

請に関する尺度開発において，援助要請スタイル尺度

を基準関連妥当性との検討に用いていた．作成した尺

度全体と援助要請スタイル尺度との間に弱い相関がみ

られた．一方，片山他（2018）は，研究者間で作成し

た質問紙を用い，援助要請スタイル尺度を用いて調査

し，援助要請過剰型と援助要請回避型について報告し

ていた．新卒看護師を対象に，看護基礎教育で受けた

実習中の看護師への「患者ケア」の相談行動に関連す

る因子には，相談する看護師が明確である（p<.001）
こと，実習での肯定的体験がある（p<.001）こと，援

助要請過剰型である（p=.010）こと，援助要請回避型

でない（p=.013）ことであったと報告していた．ま

た，援助要請自立型の者と比べると，援助要請過剰型

の者は看護師に相談する傾向にあり，援助要請回避型

の者は看護師に相談しない傾向にあったと述べてい

た．

４．開発された学生の援助要請の尺度とその尺度開発

の資料となった研究（表４）

　五十嵐他（2021）は，2 因子「非要請コストの自

覚」と「被援助利益の自覚」8 項目からなる「看護大

学生の臨地実習指導者に対する援助要請の意思決定尺

度」を開発した．尺度開発にあたっての質問項目作成

には，研究者が行った調査「看護大学生の実習指導者

に対する援助要請の促進要因」（五十嵐他，2019）の

質的帰納的研究を基盤としていた．促進要因の 7 要因

は，学生自身に関連する事として，【知識と体験から

自信があるとき】【自分から行動しないと変わらない

と思うとき】【患者に影響すると感じるとき】，実習指

導者に関連する事として【実習指導者から接近してく

れる】【実習指導者は問題解決能力がある】【実習指導

者から尊重されている】，実習環境に関連する事とし

て【実習環境が良い】であった．尺度開発では，大学

3，4 年次生を対象に無記名自記式質問紙調査を行い，

項目分析と因子分析，モデルの適合度を確認してい

る．基準関連妥当性に援助要請スタイル尺度を用いて

おり，五十嵐他（2021）が作成した尺度全体と援助ス

タイル尺度（永井，2013）との相関は，援助要請自立

型（r=.311），援助要請過剰型（r=.151），援助要請回

避型（r= − .257）であった．
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Ⅴ．考察

１．学生の学業的援助要請における研究の動向

　本研究では対象となった文献が 6 件と少なく，看護

学生の援助要請に着目した研究は乏しい現状であっ

た．理由の 1 つとして，援助要請という用語が，現時

点で多数な用語で用いられ共有しにくいことから，看

護学領域においても十分に浸透していないことが考え

られた．本研究で対象となった質的研究は，学生の

援助要請における促進要因を丁寧に分析した五十嵐

他（2019）の論文 1 件のみと少なかった．この五十嵐

他（2019）の質的研究を含め，実習に関する援助要請

に関する論文が 4 件と実習に関心が向けられていた．

看護学実習は，看護学教育最大の特徴的な授業であ

り，学生の基礎的な看護実践能力修得に不可欠な授業

である（舟島他，2013）という特徴から，看護学実習

は学生にとって達成感を感じることも多い（井城他，

2016）反面，ストレスを感じている学生もいる（加島

他，2005）ことが報告されている．そのため，実習指

導に関わる教員や指導者は，学生が実習に関心を持ち

課題解決に向き合えるよう教育的支援をする必要性が

あることから，実習における学生の援助要請の関心が

高いことが考えられた．

２．看護学生が行っている援助要請の実際

１）学生の援助要請の内容

　本研究の結果から，『自律的援助要請との関連』に

おいて，＜自律的援助要請をとるものほど自己効力感

が高い＞，＜内発的動機づけが高いものほど自律的に

援助をとる傾向が高い＞，＜認知的方略と自己調整を

行っているものほど自律的援助要請が高い＞ことが報

告された．先行研究によると，適応的援助要請は，自

己調整学習における方略の 1 つであり，適応的援助要

請の過程には，自己内省や自己情動・動機づけ的要因

がある（Schunk & Zimmerman, 2008/2009）ことや，自

律的援助要請の同義語である援助要請自立型につい

て，援助要請スタイルの 3 組の中で最もバランスが取

れている（永井，2019）と述べている．このことから，

本研究対象論文においても，自律的援助要請を用いて

いる学生は，学業において望ましい援助要請を行って

いると推測される．

　一方で，『援助要請過剰型および依存的援助要請と

の関連』では，＜援助要請自立型の者と比べると，援

助要請過剰型の者は看護師に相談する傾向にある＞が

特徴として挙がっていた．永井（2020）は過剰な援助

要請の背景には，豊富なサポートを有していること，

一方で，悩みに対して適切な距離をとることが出来な

いことや，拒否されることへの不安や他者の意見から

影響を受けやすく，対人関係にとらわれるような傾向

が存在していると述べている．これらから，援助要請

過剰型および依存的援助要請の学生は，看護師と適切

な距離をとることができず，看護師に過度な援助要請

をするものと考えられる．
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表４．開発された学生の援助要請の尺度とその尺度開発の資料となった研究

文献

No
著者

（年数）

開発された

尺度

因子と

項目数

累積説明

率（％）

項目内容を決定

するための資料

対象者と

人数 a)
信頼性 妥当性

α係数 再検査法 基準関連妥当性 b）c）

3

五十嵐他

（2021）
看護大学生の臨

地実習指導者に

対する援助要請

の意思決定尺度

2 因子

8 項目 d）
− ・研究者が行った看護学生の

実習指導者に対する援助要請

の促進要因の調査結果から，

援助要請尺度（案）40 質問

項目を抽出し基盤とした．

第 1 調査 808 名 
第 2 調査 116 名

.836 .860e） 援助要請自立型（r=.311）**
援助要請過剰型（r=.151）**
援助要請回避型（r= − .257）**

文献

No
著者

（年数）
尺度の資料となった研究 研究対象者 f） 方法論・データ

収集・分析
結果

4

五十嵐他

（2019）
看護大学生の実習指導者に

対する援助要請の促進要因

看護系大学生

4 年生

18 名

質的記述的方法

半構造化面接

質的帰納的分析

・実習指導者に対する援助要請の促進要因には，①学生自身に関連する

事として【知識と体験から自信があるとき】【自分から行動しないと変

わらないと思うとき】【患者に影響すると感じるとき】，②実習指導者に

関連する事として【実習指導者から接近してきてくれる】【実習指導者

は問題解決能力がある】【実習指導者から尊重されている】，③実習環境

に関連する事として【実習環境が良い】の 7 つの要因があった．

a）人数は調査時の有効回答数である．外国籍，留年経験者，浪人経験者，社会人経験者は除外している．

b）Person の積率相関係数　** ｐ＜ .01
c）基準関連妥当性に用いた尺度は，永井（2013）の援助要請スタイル尺度である．

d） 40 質問項目のうち天井効果を示した 28 質問項目を削除，探索的因子分析により 2 質問項目を削除，内的整合性の確認により 2 項目を削除し，最終的に 2 因子

8 質問項目の「非要請コストの自覚」と「被援助利益の自覚」を抽出した．

e）1 回目と 2 回目の援助要請尺度の級内相関係数である．

f）留学生および社会経験者は除外し，現役のみとしている．



　『援助要請回避型および要請回避との関連』では

「看護師に相談しない，あるいは相談できない」こと

が特徴として挙がっていた．援助要請型および要請回

避型の学生は，援助要請を回避するため，課題を抱い

ていても自ら教員や指導者に援助要請を行わず，課題

を解決しない状態で放置している可能性から，看護に

関する学習への興味関心が低下し「内発的動機づけが

低い」と推測される．このような状況にある学生は，

実習において学習が追いつかず，知識が曖昧のまま未

熟な看護を患者に提供するなど，患者の安全を守るう

えで問題になってくる可能性が推測される．

　『援助要請スキルとの関連』では，「援助スキルが高

い」学生は，ソーシャルサポートが高いという結果で

あった．これより，望ましい援助要請をとっているの

は，自律的援助要請とソーシャルスキルが高い学生で

あると考えられる．本研究結果から，援助要請スキル

とソーシャルサポート，精神的健康との関連がみられ

た．身体的および心理的健康が良好な学生は，より良

い学習と学業成績のために学業上の助けを求めていた

（Umarani，2020）ことから，他者からサポートを引き

出すためには，困りごとを伝える援助要請スキルが必

要といえる．援助要請スキル尺度は中学生を対象に開

発されたものであるが，これらから援助要請スキルを

獲得することは，学生が学業的援助要請を行う上で有

用であることが示された．

２）学生の援助要請行動の促進・抑制

　本研究では，『行動が促進される』内容が多く抽出

された．「学生自身が自律性・目的志向をもって実習

に臨んでいる」では，＜積み重ねてきた学習で自信と

知識があり，質問されたとしても答えられる自信があ

る＞ことから，学生自身が定めた目標に向かって，学

習を計画しながら学習を進めていく力があり，そこか

ら生じる自信が学習を支え，それが学習への意欲とな

り，援助要請行動が促進されることにつながっていっ

たと考える．また，学生が患者の不利益，状態悪化な

どを判断するには，患者の状態の変化を分析する知識

が必要である．学生は学習の積み重ねや日々の観察に

より患者の変化を気づく目が培われていくと考える．

そのため学生が「患者の安全が脅かされると判断す

る」とき，学生自ら看護師に報告する行動をとること

によって患者の安全が確保されると考えたことから，

援助要請行動が促進されたと推測する．「実習指導者

が学生を尊重し，実習しやすいよう配慮している」で

は，＜実習指導者から学生に接近し，気にかけ声をか

けてくれる，学生を受け入れてくれる＞などから，指

導者は，学習できるよう配慮していることが窺える．

一方『行動が抑制される』では，「相談しにくい」が

あり＜教員・実習指導者との関係に関する困りごと

は相談しにくい＞が挙げられていた．吾妻他（2014）
は，学生は，基礎看護学実習で言いたかったけれど言

えなかった体験をしており，その対象者はスタッフ看

護師，教員，臨床指導者，患者の順に多く，忙しそう

な相手の状況に配慮したり，成績評価を気にして言え

なかったことを報告している．このことから，学生は

指導を受けている身であり，実習の評価にも関係する

のではないかという懸念が生じ，学生にとって教員や

実習指導者に関する事柄は，援助要請しにくいのでは

ないかと推測される．

３．本研究の対象論文で用いられていた援助要請尺度

について

　本研究の対象であった 5 件の量的研究は，心理学領

域で開発された既存の援助要請尺度を用いて分析して

いた．用いられていた援助要請尺度は，「学業的援助

尺度」，「援助要請スキル尺度」，「援助要請スタイル尺

度」の 3 つの尺度であり，そのうち 2 つの尺度は中学

生を対象に開発されたものであった．本研究の対象論

文でα係数を算出して確認していた論文は，熊谷他

（2017）の 1 件であった．本研究の対象論文のように，

対象を看護学生として既存の援助要請尺度を用いた場

合，因子に含まれる項目や因子構造が異なる可能性も

あるため，因子分析を行って内的整合性を確認する必

要があると考える．

　本研究の対象論文が，さまざまな既存の援助尺度を

用いて分析していた理由として，学生の学業上の援助

要請に着目した研究が少なく，また，それらを評価す

る標準的な尺度が開発されていないことが挙げられ

る．本研究の対象論文のなかに，学生の援助要請尺度

開発を試みた五十嵐他（2021）の報告があった．五十

嵐他（2021）の研究は，永井（2013）の援助要請スタ

イル尺度を用いて基準関連妥当性を検証していたが，

結果は低い相関関係であった．五十嵐他（2021）が尺

度開発に用いた先行研究（五十嵐他，2019）は，援助

要請の促進要因の調査であり，内容は学生が経験した

場面を分析したものであった．一方で，基準関連妥当

性で用いた援助要請スタイルは，悩みを経験した時の

援助要請実行意図の有無，そして意図がある場合は事

前に十分な自助努力をする意図が有るのか否かとい
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う，対処意図のパターンに基づいて分類したもの（永

井，2019）であった．このことから，五十嵐他（2021）
が作成した尺度は，肯定的な面が強調され，ネガティ

ブな援助要請を表現しにくかったことが影響したので

はないかと推測する．尺度で最も重要な構成概念妥当

性には，理論的根拠と実証的根拠が求められる（Polit 
& Beck，2004/2010）ことから，開発した尺度の信頼

性と妥当性の検証を積み重ね，尺度の精度を高めてい

く必要がある．加えて，学生の学習を促進および支援

するためにも，学生を対象とした援助要請を適切に評

価できる尺度開発が望まれる．

　本研究の結果より，学生の援助要請を促進する要因

には，自己効力感，内的動機づけ，学習方略，ソー

シャルサポートが挙げられた．伊山他（2018）は，

『動機づけ』と『学習方略』で構成する看護学生の臨

地実習における自己調整学習は，『自己効力感』と関

連し，『動機づけ』『学習方略』『自己効力感』の間で

も関連していたと述べている．これより，自己効力

感，内的動機づけ，学習方略は，学生の援助要請を促

進する主要な関連要因といえる．ただし，対象論文は

横断研究のため因果関係は断定できない．今後は縦断

研究から因果関係についても検討する必要がある．

４．学生の援助要請を促進するための教育的支援への

示唆

　援助要請は，学生個々によりの傾向や行動は異なる

ことから，用いる援助要請の類型によって学業へ及ぼ

す影響が大きいことが推察される．田島（2020）は，

多くの学生が「自立型」の援助要請スタイルを獲得

し，実際に遂行していることが推測されると述べてい

る．本研究の対象論文である片山他（2018）の報告に

よると，援助要請自立型が 5 割を超えていたことか

ら，多くの学生は自律的に学習しているものと推測さ

れる．

　一方で，援助要請過剰型および依存的援助要請は，

問題が深刻でなく，本来なら自分自身で取り組むこと

が可能でも，安易に援助を要請する傾向である特徴を

もつ（永井，2020）といわれている．援助要請過剰型

および依存的援助要請の＜援助要請自立型の者と比べ

ると，援助要請過剰型の者は看護師に相談する傾向に

ある＞特徴から，質問した学生の意図を考慮した上で

質問にそった発問をし，学生の思考を促す支援が望ま

れる．また，教員と指導者は，必要な情報を共有し合

い，学生の援助要請の傾向から指導や支援の在り方を

考える必要があると考える．加えて学生が抱く不安や

疑問について，躊躇せず相談できる支援体制を整える

必要性がある．他方，援助要請回避型および要請回避

は，拒絶の恐れなどはないものの，良好な関係を有し

ている訳ではなく，概して他者との距離が疎遠である

可能性があること，悩みにうまく対応ができず，援助

要請を行わない可能性がある（永井，2019）．つまり，

援助要請回避型および要請回避の学生は，自ら援助要

請を行わないことから，教員および指導者が関心を抱

かなければ，学生が学業に課題を抱えていること事態

が顕在化しにくい面があると推測される．そのため，

援助要請回避型および要請回避の学生に対し，教員お

よび指導者は日ごろから関心をもち，学生が孤立する

ことなく学習に関与できるよう配慮し，包容力のある

態度で支援することが求められる．

　本研究の結果から，自律的援助要請の学生が「自己

効力感が高い」「内発的動機づけが高い」「学習方略の

活用が高い」「援助要請スキルが高い」から，学生の

援助要請を促進する要因には，自己効力感，内的動

機づけ，学習方略，ソーシャルサポートが挙げられ

た．その一方で，援助要請過剰型および依存的援助要

請の学生では＜依存的援助要請が高いほど自己効力感

が低下する＞，援助要請回避型および要請回避の学生

では＜援助要請を回避するほど自己効力感が低下する

＞など，自己効力感の低下が報告されていた．海沼他

（2021）は，自己効力感と動機づけ調整方略を検討し，

学習者にとって取り組みが容易な部分から学習を進め

る方略によって，少しずつ学習を進めることが自己効

力感の向上につながることを報告している．これよ

り，教員および指導者が自己効力感と動機づけが低下

している学生への関わり方として，学生のレディネス

を把握し，そのうえで学生が“これならできる”と思

う学習内容から学習を進めていくことで，学業課題に

取り組む手立てとなる可能性がある．加えて，学生の

援助要請を促進させるためには，学習の到達目標の理

解から，学生の取り組むべき学習課題の学習プロセス

を大切にし，学生が根気よく時間をかけて学習課題に

向き合うことを基盤とした教育的支援を行っていくこ

とが求められるといえる． 
　本研究の結果から，ソーシャルサポートとの関係に

おいて＜援助要請スキルが高いほど，ソーシャルサ

ポートが高い＞，その一方で＜援助要請回避型の者

は，援助要請自立型の者と比べると患者ケアでの相談

行動が少ない傾向にある＞ことから，他者との関係が
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うまく構築できない学生が存在することが報告され

た．学生は，教師の情緒的サポートが看護への興味関

心と関連性があった（菊池，2004）こと，援助要請回

避型はソーシャルサポートが低い（永井，2019）こと

から，教員および指導者は，学生との関係性を構築し

ながら，共感的・受容的に接していくことが求められ

ると考える．しかしながら，学生が実際に援助要請を

行うときは，望ましい援助を引き出せるような行動を

自ら実行する必要性がある．そのため，援助要請をう

まく行えない学生に対し，必要な援助資源に援助を求

める能力を高められる訓練や演習を行っていく必要が

ある．

　学生の肯定的な体験は，援助要請において重要な意

味をもつ．本研究において，援助要請『行動が促進さ

れる』には＜実習での肯定的体験が多い＞ことが挙げ

られていた．玉井他（2016）は，学生自身が納得し，

体験を学びの成果として記憶できるような内省を学生

の中に残すことが，肯定的な体験につながると述べて

いる．また，本研究の結果から，＜実習環境は看護実

践しやすい雰囲気を感じるとき＞や＜相談する看護師

が明確である＞など実習環境がよいことが，援助要請

が促進される要因に挙がっていた．実習における学生

の良質な学びを支援するためには，実習指導者と看護

教員双方の「指導能力の向上」と「連携の強化」を推

進する取り組みが必要である（玉井他，2016）．この

ことから，学生を中心に教員と指導者が連携して実習

を円滑に進めていけるように，学生の思いを汲み取り

ながら，援助要請しやすい環境体制を整えていくこと

が必要といえる． 
　学生の効果的な学習を促進するために，看護教育者

である教員および実習指導者は，学習者のニーズ，求

められる学習成果，学習内容，状況に適した多様な

教授方略を実施する（Billings ＆ Halstead，2019/2021）
ことが求められる．相互学習活動であるピア・ラーニ

ングや，積極的かつ内省的な学習を促す協同学習な

ど，学習同士が学習することができるような教授方略

の工夫を行うことも必要と考える．しかしながら，本

研究の結果より「自己調整の活用が低い」「認知的方

略の活用が低い」など学習にリスクのある学生が存在

することが報告された．リスクのある学生に対して

は，コーチング / メンタリング活動を用いることの効

果（Freeman et al.，2017）が報告されている．しかし

その一方で，本谷他（2023）は，教授方略の一つであ

るアクティブラーニングは，教師による一方向的な講

義形式とは異なり，学生の能動的な学修への参加を可

能にするが，必ずしも高い学習成果につながるとはい

えないと述べている．これより，学生の援助要請の類

型によっては好まない教授方法がありうる可能性が考

えられる．しかしながら，教員や指導者は，学習者で

ある学生の援助要請の類型を手がかりに，さまざまな

教授方法を学生が経験することを助けるために，教授

される学習内容と期待される学習成果に重点を置いて

支援を行っていく必要がある．加えて，教員や指導者

の支援が学生に届くように関わっていくには，学生に

寄り添い，理解しようとする姿勢や，学生が用いる援

助要請の類型に対して柔軟に対応できる，教育実践力

が求められるのではないかと考える．

Ⅵ．研究の限界

　本研究は，対象文献の数が少なく，文献の選択基準

に合致する文献のみの結果である．そのため，学生の

学業的援助要請についての知見を網羅的に把握できな

かった可能性がある．

Ⅶ .結論

　国内の学生の援助要請に関する 6 文献を整理した結

果，以下のことが明らかになった．

１．学生が行っている援助要請の実際は，【学生の援

助要請の内容】と【学生の援助要請行動の促進・抑

制】に分類された．望ましい援助要請をとっている

のは，自律的援助要請とソーシャルスキルが高い学

生であった．また，学生の援助要請『行動が促進さ

れる』には，「学生が自律性・目的志向をもって実

習に臨んでいる」，「患者の安全が脅かされると判断

する」，「実習指導者が学生を尊重し，実習しやすい

よう配慮している」が挙げられた．

２．用いられていた既存の援助要請尺度と関連項目の

分析から，学生の援助要請を促進する要因は，自己

効力感，内的動機づけ，学習方略，ソーシャルサ

ポートであった．

３．学生の援助要請を促進していく教育支援として，

援助要請過剰型および依存的援助要請の学生には，

質問した学生の意図を考慮した上で，質問にそった

発問し学生の思考を促していくこと，援助要請回避

型および要請回避の学生には，日ごろから関心をも

ち，学生が孤立することなく学習に関与できるよう

配慮し，包容力のある態度で接することが求められ

る．そのうえで，学生の取り組むべき学習課題の学
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習プロセスを大切にし，学生が根気よく時間をかけ

て学習課題に向き合うことを基盤とした支援の必要

性が示唆された．

利益相反の開示

　本研究における利益相反は存在しない．

著者の貢献度

　ON は研究の着想およびデザイン，データ収集と分

析，論文作成までの研究全体のプロセスに貢献した．

OK はデータ分析と解釈を行った．すべての著者は，

最終原稿を読み，承認した．
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